
(57)【要約】

【課題】手元操作部に接続されるケーブルとのコネクタ

を、鉗子挿入口の回転中心軸の回りに回動自在に支持し

、且つ、コネクタの回動範囲を鉗子挿入口の１８０度反

対側に設けることによって、鉗子挿入口に挿入される処

置具がケーブルに接触することを防止し、処置具の挿入

性の優れた内視鏡の手元操作部を提供する。

【解決手段】手元操作部１０の上面には鉗子挿入口４４

Ａが形成され、手元操作部１０の下面にはＬＧコネクタ

６６が設けられる。鉗子挿入口４４ＡとＬＧコネクタ６

６は、同一の中心軸５０を中心として回動自在に支持さ

れ、さらにＬＧコネクタ６６の回動範囲は鉗子挿入口４

４Ａの回動範囲の１８０度反対側に設定される。

【選択図】  　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 手 元 操 作 部 の 一 方 の 面 に 鉗 子 挿 入 口 を 有 す る 鉗 子 導 入 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 該 鉗 子
導 入 部 が 前 記 手 元 操 作 部 の 長 手 方 向 の 軸 に 対 し て 回 動 自 在 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 の 手 元 操 作
部 に お い て 、
　 前 記 手 元 操 作 部 の 他 方 の 面 に は 、 前 記 手 元 操 作 部 に 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル と の コ ネ ク タ が
設 け ら れ 、 該 コ ネ ク タ は 前 記 軸 の 回 り に 回 動 自 在 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の
手 元 操 作 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 の 手 元 操 作 部 に 係 り 、 特 に 鉗 子 等 の 処 置 具 を 挿 入 す る た め の 鉗 子 挿 入 口
を 備 え た 医 療 用 内 視 鏡 の 手 元 操 作 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 用 の 内 視 鏡 に お い て は 、 細 胞 を 採 取 し た り 、 患 部 の 摘 出 を 行 っ た り す る た め に 、 鉗
子 や 電 気 メ ス 等 の 処 置 具 が 用 い ら れ る 。 こ の 処 置 具 を 体 内 に 導 く た め 、 内 視 鏡 に は 鉗 子 チ
ャ ン ネ ル が 設 け ら れ る 。 鉗 子 チ ャ ン ネ ル は 、 一 端 が 挿 入 部 の 先 端 部 に 位 置 し 、 他 端 が 手 元
操 作 部 ま で 延 在 さ れ て い る 。 手 元 操 作 部 の 上 面 に は 突 出 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 突 出 部 の 先 端
に 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の 端 部 、 す な わ ち 鉗 子 挿 入 口 が 設 け ら れ る 。 鉗 子 挿 入 口 に 処 置 具 を
挿 入 す る こ と に よ っ て 、 処 置 具 が 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ 、 挿 入 部 の 先 端 部 か ら 導 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 鉗 子 挿 入 口 が 挿 入 部 の 基 端 の 中 心 軸 に 対 し て 回 動 自 在 に 設 け ら れ た 手
元 操 作 部 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 手 元 操 作 部 に よ れ ば 、 鉗 子 挿 入 口 の 向 き を 自 在 に 変 え る
こ と が で き る の で 、 手 元 操 作 部 を 傾 け た 場 合 も 、 鉗 子 挿 入 口 を 上 方 に 配 置 し て 、 処 置 具 を
上 方 か ら 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ １ ７ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ は 、 鉗 子 挿 入 口 が 、 手 元 操 作 部 に 接 続 さ れ た ケ ー ブ ル （ コ ー
ド 部 ） と 同 じ 面 に 配 置 さ れ る と 、 鉗 子 挿 入 口 に 処 置 具 を 挿 入 す る 際 に 、 処 置 具 が ケ ー ブ ル
に 接 触 し 、 処 置 具 の 挿 入 操 作 に 支 障 を き た す お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 処 置 具 が ケ ー ブ ル に 接 触 す る こ と を
防 止 す る こ と に よ っ て 、 処 置 具 の 挿 入 性 の 良 い 内 視 鏡 の 手 元 操 作 部 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 手 元 操 作 部 の 一 方 の 面 に 鉗 子 挿 入 口
を 有 す る 鉗 子 導 入 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 該 鉗 子 導 入 部 が 前 記 手 元 操 作 部 の 長 手 方 向 の
軸 に 対 し て 回 動 自 在 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 の 手 元 操 作 部 に お い て 、 前 記 手 元 操 作 部 の 他 方 の
面 に は 、 前 記 手 元 操 作 部 に 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル と の コ ネ ク タ が 設 け ら れ 、 該 コ ネ ク タ は 前
記 軸 の 回 り に 回 動 自 在 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 手 元 操 作 部 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル と の コ ネ ク タ が 鉗 子 挿 入 口 の 反 対
側 に 配 置 さ れ る と と も に 、 コ ネ ク タ が 鉗 子 導 入 部 と 同 じ 軸 を 中 心 と し て 回 動 自 在 に 設 け ら
れ て い る の で 、 鉗 子 導 入 部 を 回 動 さ せ た 場 合 で あ っ て も 、 鉗 子 導 入 口 の 反 対 側 に コ ネ ク タ
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を 配 置 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 鉗 子 挿 入 口 に 挿 入 さ れ る 処 置 具 と 、 コ ネ ク タ に 接
続 さ れ た ケ ー ブ ル と が 最 も 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る の で 、 処 置 具 が ケ ー ブ ル に 干 渉 さ れ に
く く な り 、 処 置 具 の 挿 入 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 手 元 操 作 部 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 手 元 操 作 部 を 備 え た 内 視 鏡 の 外 観 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す 内 視 鏡 は 主 と し て 、 手 元 操 作 部 １ ０ と 、 こ の 手 元 操 作 部 １ ０ の 先 端 に 接 続 さ
れ た 挿 入 部 １ ２ を 備 え る 。 挿 入 部 １ ２ は 、 先 端 部 １ ４ 、 第 １ 湾 曲 部 １ ６ 、 第 ２ 湾 曲 部 １ ８
、 及 び 軟 性 部 ２ ０ か ら 成 り 、 第 １ 湾 曲 部 １ ６ 及 び 第 ２ 湾 曲 部 １ ８ は そ れ ぞ れ 上 下 方 向 に 湾
曲 自 在 に 構 成 さ れ る 。 先 端 部 １ ４ に は 、 不 図 示 の 鉗 子 口 、 照 明 光 学 系 、 及 び 観 察 光 学 系 が
配 設 さ れ る 。 観 察 光 学 系 の 後 方 に は イ メ ー ジ ガ イ ド （ 不 図 示 ） が 接 続 さ れ て お り 、 こ の イ
メ ー ジ ガ イ ド は 挿 入 部 １ ２ に 挿 通 さ れ て 、 手 元 操 作 部 １ ０ の 接 眼 部 ２ ２ ま で 延 在 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 接 眼 部 ２ ２ を 覗 く こ と に よ っ て 、 画 像 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 手 元 操 作 部 １ ０ は 主 と し て 、 鉗 子 導 入 部 ２ ４ 、 把 持 部 ２ ６ 、 操 作 部 ２ ８ 、 及 び コ
ネ ク タ 部 ３ ０ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 把 持 部 ２ ６ は 術 者 が 把 持 す る 部 位 で あ り 、 術 者 は こ の 把 持 部 ２ ６ の 把 持 ケ ー ス ３ ８ を 把
持 し な が ら 、 操 作 部 ２ ８ に 設 け ら れ た 第 １ 操 作 レ バ ー ３ ２ 、 第 ２ 操 作 レ バ ー ３ ４ 、 及 び ロ
ッ ク レ バ ー ３ ６ を 前 後 方 向 に 揺 動 さ せ て 操 作 す る 。 第 １ 操 作 レ バ ー ３ ２ を 操 作 す る こ と に
よ っ て 第 １ 湾 曲 部 １ ６ が 上 下 に 湾 曲 さ れ 、 第 ２ 操 作 レ バ ー ３ ４ を 操 作 す る こ と に よ っ て 第
２ 湾 曲 部 １ ８ が 上 下 に 湾 曲 さ れ る 。 ま た 、 ロ ッ ク レ バ ー ３ ６ を 操 作 す る こ と に よ っ て 第 ２
操 作 レ バ ー ３ ４ が ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 鉗 子 導 入 部 ２ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 主 と し て ケ ー ス ４ ０ 、 回 動 筒 ４ ２ 、 及 び 管 路 形
成 部 材 ４ ４ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ケ ー ス ４ ０ は 鉗 子 導 入 部 ２ ４ の 外 観 を 成 す 部 材 で あ り 、 上 面 に 突 出 部 ４ ０ Ａ を 備 え て い
る 。 突 出 部 ４ ０ Ａ は 、 手 元 操 作 部 １ ０ の 先 端 の 中 心 軸 （ す な わ ち 挿 入 部 １ ２ の 基 端 の 中 心
軸 ） ５ ０ に 対 し て 、 斜 め 方 向 に 所 定 の 角 度 で （ 例 え ば α ＝ １ ３ ５ 度 程 度 の 角 度 で ） 突 出 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 突 出 部 ４ ０ Ａ の 内 部 に は 管 路 形 成 部 材 ４ ４ が 取 り 付 け ら れ る 。 管 路 形 成 部 材 ４ ４ の 上 端
部 は 、 突 出 部 ４ ０ Ａ か ら 突 出 さ れ て お り 、 そ の 上 端 位 置 に は 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ が 形 成 さ れ
る 。 ま た 、 管 路 形 成 部 材 ４ ４ の 内 部 に は 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ か ら 突 出 部 ４ ０ Ａ の 軸 方 向 に
沿 っ て 管 路 ４ ４ Ｂ が 形 成 さ れ 、 こ の 管 路 ４ ４ Ｂ は 、 角 度 α で 屈 曲 さ れ た 後 、 中 心 軸 ５ ０ と
平 行 に 形 成 さ れ る 。 管 路 ４ ４ Ｂ の 先 端 に は 、 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ ６ が 接 続 さ れ る 。 こ の 鉗 子 チ
ュ ー ブ ４ ６ は 、 挿 入 部 １ ２ （ 図 １ 参 照 ） に 挿 通 さ れ 、 先 端 部 １ ４ の 鉗 子 口 （ 不 図 示 ） に 接
続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ か ら 処 置 具 を 挿 入 す る と 、 処 置 具 は 、 管 路 ４ ４
Ｂ 及 び 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ ６ を 通 っ て 、 鉗 子 口 か ら 導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 管 路 形 成 部 材 ４ ４ 及 び ケ ー ス ４ ０ は 、 回 動 筒 ４ ２ に 連 結 さ れ る 。 回 動 筒 ４ ２ は 、 フ レ ー
ム ４ ８ Ａ に よ っ て 支 持 さ れ 、 中 心 軸 ５ ０ を 中 心 と し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 。 こ れ に よ り
、 鉗 子 導 入 部 ２ ４ 全 体 が 、 中 心 軸 ５ ０ を 中 心 と し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る の で 、 鉗 子 挿 入
口 ４ ４ Ａ を 中 心 軸 ５ ０ の ま わ り に 回 動 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 フ レ ー ム ４ ８ Ａ は 、 筒
形 状 を し た 骨 組 み の 部 材 で あ り 、 こ の フ レ ー ム ４ ８ Ａ の 基 端 側 に 不 図 示 の 地 板 が 固 定 さ れ
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る 。 ま た 、 フ レ ー ム ４ ８ Ａ の 先 端 側 に は 筒 状 の フ レ ー ム ４ ８ Ｂ が 接 続 さ れ 、 こ の フ レ ー ム
４ ８ Ｂ に 後 述 す る 筒 体 ５ ８ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ レ ー ム ４ ８ Ａ の 下 端 位 置 に は 規 制 ピ ン ５ ６ が 突 設 さ れ て お り 、 こ の 規 制 ピ ン ５ ６ は 、
回 動 筒 ４ ２ に 形 成 さ れ た 長 孔 ４ ２ Ａ に 貫 通 し た 状 態 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 長 孔 ４ ２ Ａ は
、 回 動 筒 ４ ２ の 周 方 向 に 形 成 さ れ て お り 、 下 端 位 置 を 基 準 と し て 左 右 に ６ ０ 度 ず つ 形 成 さ
れ て い る 。 こ れ に よ り 、 回 動 筒 ４ ２ を 左 右 に ６ ０ 度 ず つ 回 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 回 動 筒 ４ ２ の 先 端 側 （ 図 中 、 左 側 ） に は 、 リ ン グ 状 の 摩 擦 板 ５ ２ が フ レ ー ム ４ ８ Ａ に 外
挿 さ れ て い る 。 さ ら に 、 摩 擦 板 ５ ２ の 先 端 側 に は 、 押 さ え リ ン グ ５ ４ が フ レ ー ム ４ ８ Ａ に
螺 合 さ れ て い る 。 こ の 押 さ え リ ン グ ５ ４ の ね じ 込 み 量 を 調 節 す る こ と に よ っ て 、 摩 擦 板 ５
２ と 回 動 筒 ４ ２ と の 間 に 働 く 摩 擦 力 を 調 節 す る こ と が で き る 。 こ の 摩 擦 力 は 、 例 え ば 鉗 子
導 入 部 ２ ４ 全 体 を 回 動 さ せ た 際 に 、 鉗 子 導 入 部 ２ ４ が 任 意 の 位 置 で 停 止 す る よ う に 調 節 さ
れ る 。 押 さ え リ ン グ ５ ４ は 、 ね じ 込 み 量 を 調 節 し た 後 、 不 図 示 の ね じ に よ っ て フ レ ー ム ４
８ Ａ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 図 ２ の 符 号 ５ ８ は 筒 体 で あ り 、 こ の 筒 体 ５ ８ は カ バ ー ゴ ム ６ ０ に よ っ て 被 覆 さ れ
る 。 筒 体 ５ ８ 及 び カ バ ー ゴ ム ６ ０ の 先 端 に は 挿 入 部 １ ２ （ 図 １ 参 照 ） が 接 続 さ れ る 。 ま た
、 筒 体 ５ ８ の 基 端 側 は ケ ー ス ４ ０ に 接 し て お り 、 筒 体 ５ ８ と ケ ー ス ４ ０ と の 隙 間 は Ｏ リ ン
グ ６ ２ に よ っ て 気 密 を と っ て い る 。 図 ２ の 符 号 ３ ８ は 、 把 持 部 ２ ６ の 外 観 を 成 す 把 持 ケ ー
ス で あ り 、 こ の 把 持 ケ ー ス ３ ８ は フ レ ー ム ４ ８ Ａ に 固 定 さ れ る 。 把 持 ケ ー ス ３ ８ と フ レ ー
ム ４ ８ Ａ と の 隙 間 は Ｏ リ ン グ ６ ４ に よ っ て 気 密 を と っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 コ ネ ク タ 部 ３ ０ の 下 面 に は Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ が 突 設 さ れ 、 こ の Ｌ Ｇ
コ ネ ク タ ６ ６ に は ケ ー ブ ル ７ ０ の 先 端 が 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 。 ケ ー ブ ル ７ ０ の 内 部 に は
光 フ ァ イ バ ー （ 不 図 示 ） が 内 装 さ れ て お り 、 こ の ケ ー ブ ル ７ ０ の 基 端 は 光 源 装 置 ６ ８ に 接
続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 光 源 装 置 ６ ８ か ら 照 射 さ れ た 照 明 光 が ケ ー ブ ル ７ ０ を 介 し て Ｌ Ｇ
コ ネ ク タ ６ ６ に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ に は 貫 通 孔 ６ ６ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ
の 貫 通 孔 ６ ６ Ａ の 先 端 に は レ ン ズ ９ ０ が 配 設 さ れ 、 貫 通 孔 ６ ６ Ａ の 基 端 側 に は ラ イ ト ガ イ
ド ８ ８ が 接 続 さ れ る 。 こ の ラ イ ト ガ イ ド ８ ８ は 、 図 １ の 手 元 操 作 部 １ ０ 、 及 び 挿 入 部 １ ２
に 挿 通 さ れ 、 先 端 部 １ ４ の 照 明 光 学 系 （ 不 図 示 ） に 接 続 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク
タ ６ ６ に 伝 送 さ れ た 照 明 光 は 、 ラ イ ト ガ イ ド ８ ８ を 介 し て 照 明 レ ン ズ に 送 ら れ る 。 こ れ に
よ り 、 先 端 部 １ ４ の 照 明 光 学 系 か ら 照 明 光 が 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ の 基 端 部 は 、 回 動 体 ７ ４ に 螺 着 さ れ る 。 回 動 体 ７ ４ は 、 リ ン グ 状 に 形
成 さ れ て お り 、 接 眼 部 本 体 ７ ６ Ａ に よ っ て 中 心 軸 ５ ０ を 中 心 と し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て
い る 。 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ を 中 心 軸 ５ ０ の 回 り に 回 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ の 回 動 範 囲 は 、 規 制 ピ ン ７ ８ と 切 欠 き ７ ４ Ａ に よ っ て 規 制 さ れ る 。 す
な わ ち 、 接 眼 部 本 体 ７ ６ Ａ の 上 端 位 置 に は 、 規 制 ピ ン ７ ８ が 突 設 さ れ て お り 、 こ の 規 制 ピ
ン ７ ８ は 回 動 体 ７ ４ の 上 部 に 形 成 さ れ た 切 欠 き ７ ４ Ａ に 挿 入 さ れ て い る 。 切 欠 き ７ ４ Ａ は
、 回 動 体 ７ ４ の 周 方 向 に 形 成 さ れ 、 上 端 位 置 を 基 準 と し て 左 右 に ６ ０ 度 ず つ 形 成 さ れ て い
る 。 し た が っ て 、 回 動 体 ７ ４ は 、 切 欠 き ７ ４ Ａ の 内 部 を 規 制 ピ ン ７ ８ が 移 動 す る 範 囲 で 回
動 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ を 、 下 端 位 置 を 基 準 と し て 左 右 に
６ ０ 度 ず つ 回 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ の 回 動 範 囲 は 、 前 述 し た 鉗 子
挿 入 口 ４ ４ Ａ の 回 動 範 囲 の １ ８ ０ 度 反 対 側 で あ る 。 な お 、 接 眼 部 本 体 ７ ６ Ａ の 下 部 に は 、
図 ４ に 示 す よ う に 、 切 欠 き ７ ７ が 形 成 さ れ 、 こ の 切 欠 き ７ ７ に ラ イ ト ガ イ ド ８ ８ が 挿 通 さ
れ る 。 切 欠 き ７ ７ は 、 下 端 位 置 を 基 準 と し て 左 右 に ６ ０ 度 ず つ 形 成 さ れ て お り 、 回 動 体 ７
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４ を 回 動 さ せ た 際 に ラ イ ト ガ イ ド ８ ８ が 損 傷 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 回 動 体 ７ ４ の 基 端 側 （ 図 ３ 中 、 右 側 ） に は 、 リ ン グ 状 の 摩 擦 板 ８ ０ が 接 眼 部 本 体 ７ ６ Ａ
に 外 挿 さ れ て い る 。 さ ら に 摩 擦 板 ８ ０ の 基 端 側 に は 、 押 さ え リ ン グ ８ ２ が 接 眼 部 本 体 ７ ６
Ａ に 螺 合 さ れ て い る 。 こ の 押 さ え リ ン グ ８ ２ の ね じ 込 み 量 を 調 節 す る こ と に よ っ て 、 摩 擦
板 ８ ０ と 回 動 体 ７ ４ と の 間 に 働 く 摩 擦 力 を 調 節 す る こ と が で き る 。 こ の 摩 擦 力 は 、 例 え ば
コ ネ ク タ 部 ３ ０ 全 体 を 回 動 さ せ た 際 に 、 コ ネ ク タ 部 ３ ０ が 任 意 の 位 置 で 停 止 す る よ う に 調
節 さ れ る 。 押 さ え リ ン グ ８ ２ は 、 ね じ 込 み 量 を 調 節 し た 後 、 不 図 示 の ね じ に よ っ て 接 眼 部
本 体 ７ ６ Ａ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 図 ３ 及 び 図 ４ の 符 号 ７ ２ は 、 コ ネ ク タ 部 ３ ０ の 外 観 を 成 す ケ ー ス で あ り 、 こ の ケ
ー ス ７ ２ と 接 眼 部 本 体 ７ ６ Ｂ と の 隙 間 は Ｏ リ ン グ ８ ４ 、 ８ ６ に よ っ て 気 密 を と っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 上 記 の 如 く 構 成 さ れ た 手 元 操 作 部 １ ０ の 作 用 に つ い て 図 ５ に 従 っ て 説 明 す る 。 図 ５
（ Ａ ） は 図 １ に 示 し た 手 元 操 作 部 １ ０ の Ａ 矢 視 図 で あ り 、 図 ５ （ Ｂ ） は 手 元 操 作 部 １ ０ の
Ｂ 矢 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ は 、 手 元 操 作 部 １ ０ の 上 端 位 置 （ す な わ ち
実 線 の 位 置 ） を 基 準 と し て 左 右 に ６ ０ 度 ず つ 回 動 さ せ る こ と が で き 、 二 点 鎖 線 で 示 す 位 置
ま で 回 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ は 、 実 線 で 示 し た 下 端 位 置 を 基 準 と
し て 左 右 に ６ ０ 度 ず つ 回 動 さ せ る こ と が で き 、 二 点 鎖 線 で 示 す 位 置 ま で 回 動 さ せ る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ の 回 動 範 囲 は 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ の 回 動 範 囲 の １
８ ０ 度 反 対 側 に 設 け ら れ て い る の で 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ を 常 に 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ の １ ８ ０
度 反 対 側 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 の 形 態 の 手 元 操 作 部 １ ０ の 操 作 方 法 の 一 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 手 元 操 作 部 １ ０ を 傾 け て 把 持 し た 場 合 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ を 回 動 さ
せ て 、 手 元 操 作 部 １ ０ の 上 方 に 配 置 す る 。 こ れ に よ り 、 鉗 子 等 の 処 置 具 を 上 方 か ら 鉗 子 挿
入 口 ４ ４ Ａ に 挿 入 す る こ と が で き る の で 、 挿 入 操 作 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ を 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ と 同 方 向 に 回 動 さ せ 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ の
１ ８ ０ 度 反 対 側 に 配 置 す る 。 こ れ に よ り 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ に 処 置 具 ９ ２ を 挿 入 す る 際 、
挿 入 中 の 処 置 具 ９ ２ と 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ に 接 続 さ れ た ケ ー ブ ル ７ ０ と が 最 も 離 れ る た め
、 処 置 具 ９ ２ が ケ ー ブ ル ７ ０ に 接 触 す る お そ れ が な く 、 処 置 具 ９ ２ の 挿 入 性 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 の 手 元 操 作 部 １ ０ に よ れ ば 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ が 鉗 子 挿 入 口 ４
４ Ａ と 同 じ 中 心 軸 ５ ０ を 中 心 と し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る と と も に 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ の
回 動 範 囲 が 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ の 回 動 範 囲 の １ ８ ０ 度 反 対 側 に 配 置 さ れ る の で 、 鉗 子 挿 入 口
４ ４ Ａ に 挿 入 中 の 処 置 具 ９ ２ が 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ に 接 続 し た ケ ー ブ ル ７ ０ に 干 渉 す る お
そ れ が な く 、 処 置 具 ９ ２ を ス ム ー ズ に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 手 元 操 作 部 １ ０ の 操 作 方 法 は 上 述 し た 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 手
元 操 作 部 １ ０ を 傾 け ず に 把 持 し 、 且 つ 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ を 傾 斜 さ せ た 場 合 に お い て も 、 Ｌ
Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ を 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ の 反 対 側 に 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 処 置 具 ９ ２ と ケ
ー ブ ル ７ ０ が 接 触 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ の 回 動 範 囲 、 及 び Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６
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の 回 動 範 囲 が そ れ ぞ れ １ ２ ０ 度 で あ る 例 を 説 明 し た が 、 回 動 範 囲 は こ れ に 限 定 す る も の で
は な く 、 任 意 の 角 度 に 設 定 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 回 動 範 囲 を 広 く 設 定 す る と 、 内 容
物 の 負 担 が 増 え る こ と か ら １ ８ ０ 度 以 下 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 摩 擦 板 ５ ２ 、 ８ ０ に よ っ て 、 鉗 子 挿 入 口 ４ ４ Ａ 、 Ｌ Ｇ
コ ネ ク タ ６ ６ が 任 意 の 位 置 で 停 止 す る よ う に し た が 、 ク リ ッ ク 機 構 や ス ト ッ パ 機 構 を 用 い
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ の 位 置 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 操 作
部 ２ ８ や 鉗 子 導 入 部 ２ ４ に 設 け て も よ い 。 さ ら に 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ が 鉗 子 導 入 部 ２ ４ の
回 動 操 作 に 連 動 し て 回 動 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 「 手 元 操 作 部 に 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル と の コ ネ ク タ 」 と し
て Ｌ Ｇ コ ネ ク タ ６ ６ の 例 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 例 え ば 、 ラ イ ト ガ
イ ド や 電 気 ケ ー ブ ル が 内 装 さ れ た ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル と の コ ネ ク タ 部 に 本 発 明 を 適 用 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 二 段 湾 曲 式 の 内 視 鏡 へ の 適 用 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 湾 曲 部 が 一
段 の 内 視 鏡 や 電 子 内 視 鏡 等 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 手 元 操 作 部 の 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図
【 図 ２ 】 鉗 子 導 入 部 の 構 造 を 示 す 側 断 面 図
【 図 ３ 】 コ ネ ク タ 部 の 構 造 を 示 す 側 断 面 図
【 図 ４ 】 図 ３ の ４ － ４ 線 に 沿 う コ ネ ク タ 部 の 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 作 用 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 手 元 操 作 部 の 操 作 方 法 を 示 す 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ ０ … 手 元 操 作 部 、 １ ２ … 挿 入 部 、 １ ４ … 先 端 部 、 １ ６ … 第 １ 湾 曲 部 、 １ ８ … 第 ２ 湾 曲
部 、 ２ ０ … 軟 性 部 、 ２ ２ … 接 眼 部 、 ２ ４ … 鉗 子 導 入 部 、 ２ ６ … 把 持 部 、 ２ ８ … 操 作 部 、 ３
０ … コ ネ ク タ 部 、 ３ ２ … 第 １ 操 作 レ バ ー 、 ３ ４ … 第 ２ 操 作 レ バ ー 、 ３ ６ … ロ ッ ク レ バ ー 、
３ ８ … 把 持 ケ ー ス 、 ４ ０ … ケ ー ス 、 ４ ２ … 回 動 筒 、 ４ ４ … 管 路 形 成 部 材 、 ４ ４ Ａ … 鉗 子 挿
入 口 、 ４ ４ Ｂ … 管 路 、 ４ ６ … 鉗 子 チ ュ ー ブ 、 ４ ８ Ａ 、 ４ ８ Ｂ … フ レ ー ム 、 ５ ０ … 中 心 軸 、
５ ２ … 摩 擦 板 、 ５ ４ … 押 さ え リ ン グ 、 ５ ６ … 規 制 ピ ン 、 ５ ８ … 筒 体 、 ６ ０ … カ バ ー ゴ ム 、
６ ２ 、 ６ ４ … Ｏ リ ン グ 、 ６ ６ … Ｌ Ｇ コ ネ ク タ 、 ６ ８ … 光 源 装 置 、 ７ ０ … ケ ー ブ ル 、 ７ ２ …
ケ ー ス 、 ７ ４ … 回 動 体 、 ７ ６ Ａ 、 ７ ６ Ｂ … 接 眼 部 本 体 、 ７ ８ … 規 制 ピ ン 、 ８ ０ … 摩 擦 板 、
８ ２ … 押 さ え リ ン グ 、 ８ ４ 、 ８ ６ … Ｏ リ ン グ 、 ８ ８ … ラ イ ト ガ イ ド 、 ９ ０ … レ ン ズ 、 ９ ２
… 処 置 具
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摘要(译)

要解决的问题：用电缆围绕着钳子插入口的旋转中心轴线可旋转地支撑
连接器，该电缆连接到手操作部分，并使连接器的旋转范围与钳子插入
口相反180度。 通过设置处置工具，可以防止插入到钳子插入口的处置
工具与电缆接触，提供了一种处置工具的插入性优异的内窥镜的近端操
作部。 解决方案：钳子插入端口44A形成在手侧操作部分10的上表面，
LG连接器66设置在手侧操作部分10的下表面。 钳子插入开口44A和LG
连接器66绕相同的中心轴线50可旋转地支撑，并且LG连接器66的旋转范
围被设定为与钳子插入开口44A的旋转范围相反的180度。 它 [选型图]图
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